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は じ め に
地球温暖化は、海面の上昇や水不足、作物不足等、深刻
な影響を様々な分野や地域で世代を超えて及ぼすことが
指摘されており、早急に取り組まなければならない重要な
気候変動問題の一つです。
この地球温暖化は、二酸化炭素をはじめとする温室効果
ガスが、自然界のバランスを超えて排出されることによっ
て引き起こされるものであり、快適さや便利さを過度に追
い求め、多量にエネルギーを消費する私たちの日常生活と
密接に関係しています。
しかしながら、日々の暮らしから発生する温室効果ガス
は目には見えないため、排出の実感が伴わず、削減の努力

をしても効果が実感できないことから、対策が進みにくいのが現状です。
この問題に対し、本市では、省エネ運動の推進や再生可能エネルギーの導入など、様々
な取組を進めてきました。また、「地球温暖化対策の推進に関する法律」及び「川越市地球
温暖化対策条例」に基づく計画として、平成 年 月に「第二次川越市地球温暖化対策
実行計画（区域施策編）」を策定し、市民、事業者及び民間団体との協働により、地球温暖
化対策を総合的かつ計画的に推進してまいりました。
国際的な動向に目を向けますと、平成 年 月にフランス・パリで開催された気候変
動枠組条約第 回締約国会議（ ）において、「パリ協定」が採択され、地球温暖化
対策は国際的に新たな局面に入りました。国においては、「パリ協定」の目標実現に向けた
計画として、平成 年 月に「地球温暖化対策計画」が閣議決定されました。
本市の地球温暖化対策においても、「パリ協定」という新たな国際的な枠組の中で、地球
規模の気候変動等の課題に対する取組を早期に推進していくため、平成 年度までを計
画期間としていた「第二次川越市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を改定し、「第
三次川越市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定いたしました。計画では、「み
んなでつくる、豊かさを実感できる 二酸化炭素排出の少ないまち」の実現に向けた温室効
果ガス排出量の削減目標と温室効果ガス削減に向けた具体的な取組を定めています。
地球温暖化を防止し、恵み豊かな地球環境を将来世代に引き継いでいくためには、日々
の暮らしから事業活動の在り方にいたる経済社会のあらゆる場面で各主体が一体となって
取り組んでいくことが必要です。
今後は、計画に掲げる施策について、市民、事業者及び民間団体との協働により、地球
温暖化対策を着実に進めてまいります。皆様の一層の御理解と御協力をお願いいたします。

平成 年 月
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